
問１ 施工要領図（正誤問題） 

 

 
①正しい      ②吊りバンドを配管に直接接触させると結露するので不適 

切。吊りバンドは、被覆断熱材の外部より締め付ける。 

 
③ドロップますは、泥溜めを設ける必要がある  ④流れ方向と逆向きで配管されているので不適切。 

ので不適切。 

 
⑤ループ通気管が、器具のあふれ縁より 150mm 以上 ⑥通気管が、排水管から 45 度以下の角度で接続されてい 

高い位置で通気立管に接続されていないので不適切   ないので不適切。 



 
⑦流水管の位置にトラップが設置されていないので ⑧防火区画貫通部で不燃性の被覆を使用していないので 

不適切        不適切 

 

 
 ⑨防振ゴム上部のナットが、２重ナットとなって  ⑩ねじゲージの許容範囲内に、テーパーねじの管端が 

いないので不適切。      ないので不適切 

 

 
 ⑪バックハンガー取付用ビスが直接打ち込まれて ⑫正しい 

   堅固に取付がされていないので不適切。 



 
 ⑬ダクトの吹き出し向きが、送風機の回転方向に ⑭インバートが直線になっており、汚水の流れが滞る可能性 

   対して逆向きなので不適切。     があるので不適切。 

 

 
⑮Ｔ字継手で同時に左右分岐させているので不適切 ⑯下部給水管の吊りバンドが、上部給水管の支持されて 

         いない場所に取り付けられているので不適切。 

         上部と下部の吊りバンド取付位置を揃える。 

 

 

 

問２ 空調設備 留意事項 

① パッケージ形空調調和機の冷媒管を施工する場合の留意点 
（１） 切粉油脂、水分の付着がないように清掃する。 

（２） 薄肉厚の場合、ろう付け接続とする。 

（３） 指定されたトルクにするため、トルクレンチを使用する。 

（４） フレア割れにならないように、締め付け過ぎには注意する。 

 

② 事務所ビルの屋上機械室に多翼送風機を据え付ける場合の留意点 

（１） 基礎への防振対策を考慮する。 

（２） 基礎は出来るだけ水平に仕上げる。 

（３） 固定用アンカーボルトは、基礎配筋に緊結する。 

（４） メンテスペースを確保して据え付ける。 

 

③パッケージ形空気調和機を据え付ける場合の留意点 

（１）ドレン管を、間接排水とする。 

（２）機器固定を、転倒防止金物等を使用して、地震による転倒防止を図る。 

（３）保守点検のためにスペースを確保する。 

（４）機器稼働による振動が伝わらないように、防振対策を講じる。 



 

④空調用渦巻ポンプの単体試運転調整する場合の留意点 

（１）グランドパッキンから水滴程度が適切か確認する。 

（２）試運転後、軸受温度が測定確認する。 

（３）瞬時運転を行い、ポンプの回転方向が正しいか確認する。 

（４）カップリングの水平度を確認する。 

 

問３ 給排水衛生設備 留意点 
① 建物内の給水管をねじ接合で施工する場合の留意点 

（１） ネジ切後は、リングゲージで端末が切欠範囲にあるか確認する 

（２） ネギ切後は、切削油をウエスで清掃する。 

（３） ネジ部に防食シール材を塗布する。 

（４） パイプレンチで締め付けた時に発生する傷には、錆び止め剤を塗布する。 

 

② 建物内の排水管・通気管を施工する場合の留意点 

（１） 配管を、支持金具、吊り金具で堅固に固定する。 

（２） 所定の勾配を確保して、たるみのないように配管する。 

（３） 結露水の付着が発生しない様に、保温材を配管に巻く等の防露処置を行う。 

（４） 壁を貫通する時は、伸縮・防火に適合した材料で穴埋めを行う。 

 

③ 壁付け洗面器、洗面器を据え付ける場合の留意点 

（１） 所定の位置にバックハンバー又はブラケットでしっかり固定する 

（２） 陶器面の水平に取り付けられているか確認する。 

（３） 壁面との隙間にシール材にて防水処理を行い隙間が無いように施工する。 

（４） 横水洗を取り付ける場合、吐出口端とあふれ縁間は十分な吐出空間を確保する。 

 

④敷地内に給水管を埋設する場合の留意点 

（１）給水管と排水管が交差する場合、給水管を上側に埋設する。 

（２）埋設深さを、車両通路の場合 60cm 以上、それ以外の場合 30cm 以上とする。 

（３）埋戻しは、漏水していないか水圧テスト・満水テストを実施してから施工する。 

（４）埋戻しは、山砂を管周辺に使用することで管に損傷を与えないようにする。 

 

問４ バーチャー工程表作成 

※次の問５の解答ルールを発見した段階で高得点を獲れると確信したので、問４の勉強を止めました！ 

 

問５ 労働安全衛生法 

【数値暗記】 

①2ｍ以上の作業ヵ所について 

 （１）作業床の設置 （２）囲い・手摺・覆い等の設置 （３）安全帯を取り付ける設備 （４）危険が予測される際、作業中止 

 （５）照度の確保 

②1.5ｍをこえる箇所での作業には、昇降設備を配置 

③移動はしごは、幅 30cm 以上 、 設置角度 75 度以下 とする。 

④3ｍ以上の高所から物体を投下する際、投下設備を設ける。 

⑤室内に設ける通路には、高さ 1.8ｍ以内に障害物を置かない 

⑥架設通路は、勾配 30 度以下とする。また、勾配 15 度を超える場合は、踏みさん等の滑り止めを設ける。 

⑦足場は、幅 40ｃｍ以上 床材のすき間 3ｃｍ以下とする。また高さ 85ｃｍ以上の手摺を設置する。 

⑧ガスの容器は、温度 40 度以下に保つこと。 

⑨酸欠とは、酸素濃度 18％未満の状態である。 

⑩手掘りによる掘削について 

 （１）砂からなる地山 勾配 35 度以下 高さ 5ｍ未満 

 （２）崩壊しやすい地山、勾配 45 度以下 高さ 2ｍ未満 

 （３）岩盤等の堅い地山、勾配 90 度以下 高さ 5ｍ未満 

 

 

【選択問題-解答ルール】 

①「○○○」を選任しなければならない⇒ 『作業主任者』  

※事業所に常時 10 人以上…と言う文言があれば『安全推進責任者』となります。  

②「○○○」を行わなければならない⇒ 『特別の教育』  

③「○○○」を修了した者⇒ 『技能講習』  


